
 

 

 

 

 

 

選挙後は、多くの皆様から温かいご支援をいただきながら、公認会計士としての仕事と埼玉 16 区での

政治活動を続ける日々を送っています。皆様の声を国政に届ける活動に今後ともご理解をお願い申し上

げます。 

 食料品の消費減税が高市総理から正式に表明されました。来年の 4 月スタートで 8%から 1%への減

税を目指すとしています。今回の消費減税の目的は物価高の中で食費を下げ皆様の生活負担を軽くする

ことです。この減税の目的を達成するには、消費税部分と合わせて、食料品本体の価格もこれ以上高騰

しないように政策を打たねばなりません。 

この間食料品本体の価格は輸入商品を中心に値上がりをしてきました。国内で作られている米につい

ては報道の通り価格が落ち着いてきましたが、食品の 7 割は今も輸入に依存しています。食品価格を下

げる、少なくともこれより上げないためには為替を円高に戻していく必要があります。9 月 4 日現在、為

替相場は 1 ドル 155 円と若干円高方向に振れましたがまだまだ食費が十分に安くなる水準ではありませ

ん。為替を決めるのは日銀の金融政策が要となるため、適切なタイミングでの政策金利の引き上げと、

国債買い入れの縮小を進めていくことが、食品価格を安定させる上で重要です。 

一方で高市政権は、金融緩和路線を維持し、株価を重視する経済政策を続けています。日銀の利上げ

に慎重な姿勢を示すことは、円安圧力を通じて輸入食品の価格を押し上げ、食料品減税の効果を弱める

おそれがあります。 
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食品減税で「食費」は 

下がるのか？ 

 

公認会計士 

３児の父 

38 歳 

中道改革連合埼玉県第 16 区総支部 連絡先 

埼玉 16 区(春日部市、さいたま市岩槻区、吉川市、松伏町) 

〒344-0067 埼玉県春日部市中央 1-8-21 ニュー吉田ビル 302    ◎TEL.070-3129-8789  ◎FAX.048-611-9943 

◎ホームページ：http://misumisota.net/   ◎フェイスブック：「三角そうた facebook」で検索 

http://misumisota.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三角そうたの PROFILE 

•1987年 12月 16日生まれ（38歳） 3児の父 

•埼玉県和光市出身、春日部市粕壁在住 

•幼少期母子家庭にて育つ 

•私立開成中学・高校卒業 

•一橋大学社会学部卒業 

•衆議院議員手塚よしお学生秘書 

•三菱 UFJ銀行勤務（大宮支社、京都支社、本社 IR室、 

信託不動産部）・太陽監査法人勤務（非常勤） 

・2017年、2021年衆院選にて惜敗。 

・2024年衆院選にて比例復活で初当選。 

・2026年衆院選にて惜敗、捲土重来を期す。 

資格：公認会計士、税理士 証券アナリスト協会検定会員 

趣味：ヒップホップダンス、バスケットボール 

  韓国ドラマ、映画鑑賞、ドライブ、オンラインゲーム 

団体：春日部青年会議所、岩槻区倫理法人会 

 

株価が上がっても、食費が上がり続けるの

であれば、国民の生活は豊かになりません。    

投資家の利益を重視する一方で、円安による

生活負担を十分に考慮していないのであれ

ば、経済政策の優先順位を見直す必要があり

ます。 

高市政権が物価高に苦しむ国民を放置して

でも円安を目指す背景には、自民党が金融市

場との関係を重視してきたことに加え、アベ

ノミクスという政策自体を党内で神格化し、

これまでの政策を否定しにくい構造がありま

す。更に企業献金が政策判断に影響している

のではないかという疑念も含め、政策決定の

透明性が問われています。 

食料品の消費税を 8％から 1％に引き下げるだ

けでなく、日銀には適切なタイミングでの利

上げと国債買い入れの縮小を求め、円相場と

輸入物価の安定を目指すべきと考えます。 

 

  

 

食料品の消費税を 8％から 1％に引き下げるだけでなく、日銀には適切なタイミングでの利上げと国

債買い入れの縮小を求め、円相場と輸入物価の安定を目指すべきと考えます。企業の利益や株価だけで

なく、実質賃金と国民の生活を経済政策の中心に置くことが何よりも重要だと考えます。 

今回、中道と立憲は合流しないという結果になりました。野党勢力の先行きは不透明な状況ですが、

物価高から物価を押さえる経済政策への転換はやはり自民党の外からでないと実現しえないと考えて

おり、引き続き私自身は非自民の立場から政治に関わって参ります。また減税には責任ある財源が必要

です。与党からは税収の上振れ分を財源とする考えも伝えられていますが、税収の上振れは景気次第で

あり恒久的な財源ではありません。税収が不足すれば結局は国債発行に頼ることになり、事実上、将来

世代への借金で減税を行うことになります。 

私は、政府が保有する十分に活用されていない基金など約 8兆円規模の財源を見直し、その一部を食

料品減税の財源に充てるべきだと提案しています。国民生活を支える政策だからこそ、責任ある財源確

保とセットで実現していかなければなりません。 

先の国会では物価高対策が後回しにされ、政局や権力基盤の強化を優先する政治となってしまいまし

た。生活者本位の政治に転換すべく、引き続き活動を続けてまいります。 

 

 
三角そうたを応援して下さる方を募集中です！表面連絡先へお願いします 

どれかに○ ①事務作業など、ボランティアができる。  ②ポスターを自宅に掲示できる。 

③寄付をしてもいい。           ④知り合いを紹介できる。 

〒    – 

ふりがな 

お名前 

ご住所・電話 

姓 

性別 

名 男 
女 

生年月日 

（西暦） 

年      月      日 

TEL：   （    ）      

） 


